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地域の方に講師として来ていただき、１年生
が家庭科の時間に「着付け」を学びました。 

 地域の方に講師として来ていただき、全校生徒
で道徳の時間に「いのち」について学びました。 

いのちの大切さ
がわかった。 
先祖が誰一人欠
けても自分が生
まれてこなかっ
たんだ。 
生きているだけ
で 幸 せ な ん だ
な。 

５月２２日 第１回学校運営協議会 
７月２８日 第２回学校運営協議会 

定例会議を開催しました。 

 
 ぜひお越しいただき、学校や生徒の様子

をご覧いただきたいと思います。 
お待ちしております。 

 

９月の宿泊研修で札幌に行った際に、「寿都の食・漁業・

風車・祭り」について作ったパンフレットを持っていき、北

海道大学の留学生と交流しました。 

２年生が総合的な学習の時間に「寿都の食・漁業・
風車・祭り」について理解を深めるため、それぞれ
地域の方々に来ていただき、お話を伺いました。 

これから３回

にわたって、

各校のコミュ

ニティ・スクー

ルの取組を紹

介します。 

次回は寿都小

学校です。 

お楽しみに！ 

編 

シリーズ 

みんなでつくる学校 

学校運営や学校評価などに対し、率直な意見が
たくさん出されました。 

開祭式 ８：５０～  午後の部 １３：００～ 

い 

 

失敗、後悔、努力すべてがちゃんと経験・自信に

つながるのだなと感じました。 
意外と知らない大人の人生を知ることができて、

勉強になりました。 

町長をはじめ、地域の方に講師として来ていただ
き、全校生徒で将来の進路に向けて考え、学ぶた
めに、「寿都で未来を語る会」を行いました。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編 集 後 記 

 寿都町の小中学校が「コミュニティ・スクール」となり、早６カ月が過ぎました。      

学校運営協議会委員の皆さんを初めとする地域の皆さんから、たくさんのご

意見を出していただいたり、学校教職員にとって励みになるお言葉をいただい

たりしています。そんな様子に「寿都は、子どもたちのために、とても熱心な町」

と感じています。 

寿都町の取組は、始まったばかりですが、皆さんの関心を少しずつ寄せてい

ただきながら、少しずつ進めていきたいと思っています。 

各校連絡先 

 

寿都小学校 

℡ 62-2030 

潮路小学校 

℡ 64-5003 

寿都中学校 

℡ 62-2158 

「学校運営協議会」 
コミュニティ・スクールに指定された学校に

設置されます。教育委員会から任命された保

護者や地域住民が委員となり、学校運営の基

本方針を承認したり、教育活動について意見

を述べたりするなど、学校の様々な課題解決

に参画します。 

 

  倶知安で行われたフォーラムで発表しました！ 

 ８月 1日、後志合同庁舎で開催された「地域とともにある学校づく

りの推進に向けた制度等説明会」で、寿都町の取組について、実践

発表しました。文部科学省の担当者からのコミュニティ・スクールの

制度についての説明や、福島県田村市の実践発表もあり、多くのこ

とを学んでくることができました。 

学校では、
ミシンを使う
授業がありま
す。普段、ミシ
ンになじみの
ない先生へむ
けて、地域の
ボランティア
さんたちが講 

教職員ミシン講習会開催！ 

師となり、寿都小学校家庭科室にて７月２９日
にミシン講習会を開催しました。 
技術の習得とともに、教職員と地域の方と

の交流を深めました。 

 

ミシンを使って、巾着袋を 
作ることができました～！ 

寿都小学校では、春・夏に交通安全教室
を行っています。夏の教室では公道に
出て自転車訓練をしていますが、例年、
公道で児童の見守りをしていただく保
護者、地域の方が不足しています。協力
をしていただける方は、学校までご連
絡をお願いします。 
雑巾に仕立てるために、手拭いタオル
を集めています。提供していただける
方は、各校までお願いします。 

 

 


